
訳食性昆虫,条虫はササラダ二桝,Cあることがわかり,

胴結節虫と究線虫は刑場の土W<が中心呼,打出虫の感染

経路がほぼ判明した｡2nに行なった駅虫の結火および

描出虫の和名の同定は.日下放射小であるO

〔研兜組扱〕

研兜総括 大 沢 済

駆除および予防に関する研究 校 林 清 明

内部呼出血相に関する研究 町 口 昌 明

(国立科学博物館動物研究部)

疫判 '.I･di仏学的研死 dl. 滋

松 林 清 明

抑一止学的研兜 千 菓 敏 郎

8JJT句におこなった駆虫薬投与前の糞便中虫卵検査

(嗣禿97i数7397i)の結果はつぎのとおりである.

虫 卵 名 促有97i数 C/0

松 虫 卵 (TTichuTZ-SSA.) 18 24.8

田 虫 卵 (SEreAtoAhatagussL･.) 69 94.5

糞線 虫 卵 (S/TOIZgJtOl-de∫SL･.) 10 13.5

腸結節虫卵 (Oe∫oPhagosLomzL''ISL･.) 1 1.3

条 虫 卵 (BertEella),他 23 31.5

この結果,調査頭数の960/Oが虫卵を保有していること

がわかった｡

3) 新奇な状況に対する社会的反応に関する耶先

日米科学協力によっ七,E.Tobach(AmericanMuseum

ofNaturalHistory,Curator)と虫伏杓子 (心理研兜部

門)らによって, S̀ocial responsesamong Macaca

/LL∫CaEaJu∫CCLatonovelsituation'のテーマで,協同

研究が行なわれた (心理研究抑 つの現参照)｡

昭和18咋皮に,ホ施設を肌nqあるいは利用した研兜話

は延べ370人である｡

サル類保健飼育哲理施設

Jil･木光枇(派)･-T･:3iliflh郎

_V_介市火 ･松林71')明

前年度苑行年報 (節3番)にあるように.林地没 (略
秤 :サル施設)用の新施設桃 ･枚蛇缶 ･放飼切のfkJ71悠

掛 も 施設切の疑革化を含めて昭和47年皮後半に一応孤

立草れるに至ったo職員の榊成は前年皮どおりであり,

上記教官のほか,技官7名,補助員 3名を含んでいる｡

新施設棟の本格的活用に当っては,なお下水道や沖化川

の椀経の不備の調整,検疫用 ･飼育用ケージの不足呼,

多くの問題が生じたが,充分留意の上,適正な辺川がは

かられた｡

水研兜所へのサルの入荷,本研究所内91映宝で使用さ

れるサルのtJt･約は.すべてサル施設をステーツ壬ソにし

ている｡昭和18咋におけるサルの変動状況の概要は那1

出のとおりである｡サル肌人には,所内における科学研

死沢の一部が充当されており,また,サル川エサはすべ

てサル施設で-T.T;･肌入し,所内へ供給した.

なお,4叫･l･LR即死川サルとしては,サル代 ･エサ代･

共晶代印の物価急毘馴こもかかわらず予詐相加が卿 寺でき

ないため,48的Rより下知るtJも給にならざるを得ないと

懸念されている｡また,47咋7月より,サル施設取貝一

同が世話人となって進めていたサル塚祉設FT]益金の#･金

と紐設は,48年4月25日のサル塚除茶式池びにサル供衣

をもって終了した(建設焚120,000円,式次用30,000円).

第1表 48年 度 サ ル 変 動 状 況

入 荷

種 析 蔽 -｢ 蒜 出産 実験殺 - 磁 竜三義損
〔原 石を〕

ス P - P リ ス 4

オ オ ガ ラ ゴ

〔研tLr界ザル〕

ヨ ザ ル

コモ ソ リスザ ル

ノドIi)pオマキザル

チA-ペイクモザル

〔旧世界ザル〕

カニクイザル (fa) 1 3

ポソネ ットモソキー 1

アカゲザル (m) 104 6 51224

日
日

日リ3234

3

6

2

1

1

2

3

2

4

H

lH
lり
r=l



タイワソザル (C), 1 1 6

ニホソザル (fu) 27 4 18 19

ブ タ オ ザ ル 10 3 1

べ ニ ガ オ ザ ル

(/axm) 混 血

(mx/a) 混 血

(cx/u) 混 血

･で ソ ト ヒ ヒ

･lJ･/:I/ナモソキ ー

パ タス モ ソキ ー 6

〔机 人 位〕

ア･}ルテナ ガザル 1

ナ ソ バ ソ ジ ー

151 10

計 161

2 1

30 73 31)

● 21

9 1 3 2 12 164

16

1 7

1 0
1

1

2

2

6

1

1

13) 13) 13) 2恥

452) 4 4 4 2 18

増加総計 191 減少総計 158
386

1)結核による. 2)手術時出血多丑.麻酔過多,術後管理不良,その他21事故死を含む. 3)枚疫中に死亡のもの.

第2表 48牛皮サル施設経7R概要

ぢi 日

ケ ー ジ 肌 入 炊

ケ - .} 祁 修 班

鵬 urlu 出

サ ル 肌 入 炊

サ ル 飼 料 肌 入 投

光 lJr占 炊

消 耗 品 ･雑 費

人 件 費

計

20

約

40

甜

2

070
20

30

7

6

2

5

2

2

8

4

8

9

1

2

4

1

2

31

研 究 概 要

1) 砧崎山の frec-rangingのニホソザルの群れにおけ

る約上皮 cyclcの検討

千 葉 敏 郎

捌 奇山の群れの成熟批11克郎こついて,交配最盛期 (1

)1-2Jl)に biopsyによって納虫組紙片を採取し,

Bouin固定,H.E.染色を施し榊上皮 cycleの祝祭を行

なった｡得られた成掛 t,従来他のマカタについて報じ

られている所とはかなり興る｡ この年手沢的な観察結果

は,はたして free-rangingのニホソザルに共通するも

のか否か,また災駅室に飼育されているものでも,伺様

の所見が紺られるか否か,について現在検索を進めつつ

ある｡

2) 桃子形成から見た霊長規の進化

千 葉 敏 郎

現在迄に2-3屯のマカカの精巣を採集し得たが,令

年度はツパイの精鵜を採取する予定である0

3) 霊長駅の体温調節の比較生理学的研究

正 介 をI リi

環境温度5oCでは,ニホソザル,アカゲザル,マソト

ヒヒは産熱虫を著明に上昇して,温熱平街を維持する

が,カニクイザル,バクスモソキーは体温な一定に維持

することができなかった｡ニホソザル,カニクイザル,

アカゲザルを環境温35℃に慈FTiiした際,産熱皿の減少,

所謂第2化学調節は観察されなかったが,マソトヒヒ,

バタスモl/キーには明らかに約2化学調節が存在した｡

パソティソク,著明な発汗は上記磯規のサルには苑73LL

なかったOマソトヒヒは環暁配40oCにおいても,fl湖な
一定のレベルに保持した.スT,-ロ1)スを群暁弘5oCに

暴誠した際,産熱鼠の上州 土ほとんど認められなかった

が,著明な立毛が起り,背中なまるめ,熱遮断を増大し

体温を一定のt/ベルに保ったO体温調節反応の笹による

益共は,自然腿息状況の異なる温熱環境に対する適応能

と関係があると考えられる｡

4) ニホソザル雄の性機能に影響する措囚子

松 林 清 明
48年度は計9頭のニホソザルを使って,桐生ケージか

らモソキーチェアに保定した際の納災紅組像,サイズ,

尿中 170HCS丑,尿中17KS丑及び各血披伯の変化を誹.J

ベ,チェア保定後3日日で,尿中 170HCS伯が,ケー

ジ飼育時の2倍程に上昇し,.1週間ほどで回教するなど

の成範を得た｡49年度は,外気温の変動による杉坪を枚

索する予定｡

5) ニホソザル雌の性周期に関する基斑的研究
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松 林 tt7 明

4印 度は. 1イr･nn597ゆ 雌ザルについて.vnE:inLll

sme.lr伶及び血中ホルモソの'変動を見た｡今Lf.:皮は,こ

れらな妊娠させ,妊娠･暮J及び紹拝1mのデータをとる｡

鴇 文

1) Titn,T.(1973):HistologischcUntcrsuchungder

KinetikdcrSperm.ltOgenCSel妃im Mink(MusLeELZ

m'∫on). llI F.inc rn∝lifizierte Einteitung der

KeimzcllE:emCinscltaftenfiirdieUntersuchungder

SPCrmnt叩CnCSekinetikunmittelbllrVOrdenPaar･

lln即TC･itm (7.und19.Lebensmonat).Jab.J.Z,CE.

Rts.21:lOr)-111.

2) Tib.i,T.(1973):Ibid.Ⅳ ZellgemeinschLlftenim

S;lmenepithelunmittelbLlrVOrdenPLl.lrungSzeiten

(7.und19.Lebensmonat).Jab.J.vet.Re∫.21:

112-123.

3) TibLl,T.(1973):Ibid.VGonozytentlndGonol

T.yten-ahnlicheZel1enunmittelbnrvordenP.1.1r11ngS･

Z.Citen(7.un(119.Lebensmon.lt).JGJI.J.Z'et.

RES.21:125-138.

4) Tihn,T.(1973): Ibid.VI S;lmenepithelwelle

11nmittelbLlrVOrdenP'l･lrungSZCiten (7.und19.

Lcbensmonat).JcA.J.vet.Res.21:139-154.

5) Tokura,H..lnd Y. Kato (1973): Oxygen

consLlmption.lndheatprcdllCtionofcynomolgLIS

monkcy(ML7ccEGT'rlL∫)in.1llrimTItCrCStr.1']ninE:

chnirtit.1mbienttempcmtureof25●CTlnd10●C.

ExJ).ATlt'mats22:1451147.

6) StIE:iy.Inn.K.,K.HotttltlndH.Tokurn(1973):

N.i-K T̂P.lSC.lCtivityofisoltltCtlsWeLltEかnd

from monkey.J.PFP∫ZloE.Sos.JGAL2TZ35:588-589.

7) M.ltanO,Y.,K.M(lIsub.lytlShi.lndA.Omichi

(1973)･.CompnrntivemorphologyofspermtltOZOLI

withascanningelectronnlicroscopeofsomemtl･

cnques.J.EtectTOIZMzlcT.21:244.

学 会 発 表

1. 輝玲環暁下のこホソザルとカニクイザルの作取調節

性反応の比校

定倉尋宍 ･岡田守彦 ･日力文夫

大沢 済 ･大島 約 ･原 文江

節50回日本生理学会大会 (1973)

2.mr<m足蛇ユタt)ソ脱の ATPase活性

杉11J率八郎･堀田飽･託介布宍

kd!50田口木生理学会大会 (1973)

3.寒冷はくろ下におけるサルの生理的反応について

岡田守彦 ･.Ti介昂実 ･大沢 済

口)]文夫 ･原 文江

人肌働惣t7:研死仝m6回大会 (1973)

4.体阻訂.T.櫛 よりみた日本ザルのil:Pll.的相即
抑 Tf郎 ･原田弘子

･17日Im舵･rf.介市リ3

卯23円口*作肝 7:公総会 (1973)

5.野生環暁から突放宅への附応および糾熱性代謝性反

応からみた飼IfT常況

＼詑介即 !･大W･拓大

節21回実放動物講評仝 (1974)

6. ニホソザルとカニクイザルの暑さに対する!JiJn':lt':帆

反応

原 文江 ･_TT_介市プ三

岡m守彦 ･大沢 折

m18回ブ1)マーチス研究会 (1974)

7. アカゲザルと-1ソトヒヒの氾烈性代謝性反応

rf介市リl･原 文托 ･岡m守港

口JJ一文六 ･大沢 折

節18円ブ1)マーチス研究会 (1974)

8. _-･ホソザルの禿汀について

rhl旧排 ･鈴木TF.利 ･四TB 兄

抑 Tr郎 ･原口阻子 ･托介市プ三

m18回7'T)マーチス研究会 (1974)

9. 排ニホソザルの性描性に及ぼすチェア任定の毛Td打

松 林 11'1明

卯76同日*稚医･-Lf:仝 (1973)

ニホンザル研究林

野出=･ホソザルな舛犯rr.JなLl瓜地において.そのiE布

を保釈しつつ純粋に研兜の対故としてもちつづけるため

に,ニホソザル研兜林の名称下に計田がたてられてい

る.すなわち招取 ･北限･中部苅InETi･四TWr]木岐叩林

のそれぞれの代.Rとして4地点をえらぴだし.各研究林

の両8.Eはおおむね3郡がti:瓜するひろさとし.各所にそ

れぞれ祝祭所と人貝とな配托し,統抑するための木部を

研究所内におく｡将来はニホソザル研究林施設となるべ

きものであるが,昭和48年度にはじめて特別部菜の形で

下北地区に予井がつき.計画の第一歩がふみだされたo

山′J､会の機能をもつプレ′､プ (10坪) 1棟が奥戸川上

二又沢出合に設置され,単車50cc1台,炊事 ･幕営用具

他調査用資材がいちおう整備された.6月より非常勤職

員として足沢貞成が大間地区に常駐し,木研究所教官,

共同利用研究員らとともに調査にあたっている｡

47年度にひきつづき,苛森県教育委員会の,天然記念

物崇隈のニホソザルおよびその吐息地緊急調TLに,非同
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利用研究員である森治 ･和田久氏らとともに足沢および

克滋が参加した｡

昭和49iFLRより向う10ヶ年問の青森営林局下北地域施

業計画区,節2次地域施菜計画の策定に当って,下北半

島のニホソザル生息地 (研究林予定地)が含むべき施策

要件について意見を求められ,数次にのぼる参考意見の

具申と調淡がおこなわれた｡

下北研究林地域のニホソザルとその生息地の森林の保

全のための逃出的条件を把垣するため,森林経営学 ･森

林生態･17:･盟艮抗生腿学の協同作業として,下記のよう

な内容の払拭調査を本年度から開始した｡

下北半伽 こおける森林施業がブナ ･ヒ,:林生態系に及

ぼす膨掛 こ関する研究

1. 萩林地菜とブナ ･ヒ/:林の動態分析

四手非綱英 ･捉 利夫 ･森田 学

荻野和彦 (以上,京大 ･放)

ここでは,森林施菜とりわけ択伐施菜の対象となっ

たブナ ･ヒ','林の動態を生態学的 ･経営学的に考祭す

る｡このためいくつかの林分において,①施業前 ･施

:B級の,林分桝班の変化を分析し,比校枚討するとと

もに,⑳過去における他罪内容について,技術史的見

地から9fJ･劣ちな加え,現在の林分鵬迄などのように規定

しているかな明らかにする｡

2. 試林旭光とニホソザルの生活維持

311' 滋 ･和田一雄 ･杉山串丸

足沢Iri成 (以上,霊長研)

ニホソザルの行動田金城にわたり,それぞれの群れ

の出LT;･梯-Jtな分析し.森林施業にともなうブナ ･ヒ,:

林の桝氾7変化のもとで,ニホソザルの生活がどのよう

な比;昏なうけ るかな, ① 個体群動tLB.との関連に おい

て,②吐7.7;･封塊としての林分などのJ:うに利用するか

などの点な.柑 こ明らかにする｡

(川村俊蔵 ･加滋)

大 学 院 学 生

昭和48年度における京都大学大学院理学研究科動物学

専攻霊長析学分科の学生,指串教官および研究テーマは

つぎのとお りである｡

氏名 学年 指導教官 研 究 テ J マ

波辺邦夫 M2 川村俊硫 ニホソザル個体間の反銃関

係と介入行動一福井県だ'石浜

町苛海A群について

佐瀬 俊 M2 河合雅雄 ニホソザル自然群のオスの

生活史一特にオスどうしの

結びつきに焦点を合わせて

雫石邦義 Ml 川村政攻 究中国山地における哺乳抗

の分布と保誰 (川村俊放 ･

和泉剛と光岡)

菅原和孝 Ml 河合雅雄 ニホソザル自然抑 こおける

個体関係より見たオスザル

の周辺化の過程の解析一特

に態度の閃Efiを小山として

松村道- Ml 久保田耽 盟長現の随意迎動の制御に

おけるシナプス扱f+枠の解析

所 内 談 話 会

昭和48年度には所内談話会が5回開催された｡以下に

その概要を記す.

節1回 1973年5月9日(水)

｢イン ド霊長煩調査隊帰国報告｣

杉山串九 ･和 田一雄 ･小山砥粉

1972年8月から1973年2月までの約6ケ月間,訳者ら

はイソ ド各地で狭舟猿抗の社会生態学的および動物地理

学的な研究を行なったのであるが,その研究の枕班がス

ライドを使用して発衷されたO杉山及び和四は主として

標高 2,00Omのクマオソヒマラヤ山麓のツムラか (1,eIに

ハヌマソラソクールとアカゲザルの調充を行ない.小川
はイソ ド中西部のマカク践2校 (アカゲザルとポソネッ

トザル)の分布の調査を行なった｡

節2回 1973年10月1日(月)

｢動物お よび人 間の性行動｣

朝 一山 新 - (日*性独習協会)

訳者は,大阪市立大学名誉教授であり,日本性教育協

会常務理郎であるが,"日本のキソゼー"と呼ばれている

ように,性の研究に関して深い洞察限な持った発生学新

である｡動物と人間のちがいな,性行動という視点から

お話いただいたのであるが,特にヒトに近いサルの研兜

をしている当研究所には,以前から強い関心を持ってお

られたとのことである.なお同時に上映された映画のタ

イトルを下記に掲げておく｡

1. Ànimalcomposite'(キソゼー研究所)

2. Èndofterm'(キソゼ-研究所)

3. S̀amlag'(スウェーデソ性教育協会)

4. P̀remiersjoursdelavie'(フラソス)

節3回 1973年12月6日(木)

｢精子形成の kinetics- 午,ミンクからサル

へ｣

･千 葉 敏 郎
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